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発行のきっかけ
　2018 年 4 月 1 日、福井県坂井市三国町にアーバンデザインセン

ター坂井 (UDCS) がオープンしました。この冊子は発足に関わっ

た 4 名に経緯や現状、これからのまちづくりについてのインタ

ビューを行いまとめたものです。この組織の発足・運営には東京

大学都市デザイン研究室の学生と OB・OG がたくさん関わってい

ます。都市デザイン研究室マガジン編集部一同はこの機会にマガ

ジンを発行し、研究室関係者だけでなく、UDCS を利用する地元の

方々にも知っていただけたらと思っております。

 I N D E X

1. UDCS ってなに？

2. インタビュー UDCS を支えるスタッフたち

3. 三国と東京大学都市デザイン研究室



福井県立大学 講師

U D C とは？

↓全国の UDC 分布図 (UDC イニシアチブ公式ホームページより引用 )

text : 原 , 岡山 / Hara, Okayama

　2014 年度より東京大学都市デザイン研究室が、

空き町家の利活用による地域再生の調査研究を行っ

ています。その調査報告であり、まちづくりの方向

性を示した、2016 年 3 月発行の『三国まちづくり

ビジョン』においてアーバンデザインセンター三国

が提案されました。

　2018 年 4 月、実際に空き町家の利活用の体現と

して「雲乃井」を改修し、UDCS（アーバンデザイ

ンセンター坂井）をオープンしました。

↓ UDCS の公民学の役割と参加団体 ↓ UDCS の主な役職

三国まちづくりビジョン

UDCS 設立の経緯

After  (2018 年 3 月竣工 ) 塀を撤去し、庭を整備することで街に開かれた場となった
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After  (2018 年 3 月竣工 ) 塀を撤去し、庭を整備することで街に開かれた場となった

前庭は塀で囲まれていて入れなかった
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　UDCS は町の暮らしや、建物に関する相談ができる場所です。具体的には、まちづ

くりの相談、空き家の相談、企業側の空き町家活用（空き町家需要）にも対応してい

ます。施設は貸し出しスペースとして和室２つ、土間、2F 和室、前庭があります。前

庭は子供たちの遊び場や散歩ルートとしても利用できます ( トイレもあります )。また、

土間には展示コーナーを設けており、三国祭りの写真などを展示しています。会議室

は学生の自習場所などや喫茶スペースとしても利用されています。

　UDC（アーバンデザインセンター）は公民学がそれぞれの良さを

持ち寄り連携しながらまちづくりを進める組織です。UDC の始まり

は、2006 年に遡ります。故・北沢猛東京大学教授によってセンター

の必要性が提唱され、当時つくばエクスプレスの新駅建設の進んでい

た柏の葉（千葉）において第一号である UDCK（アーバンデザイン

センター柏の葉）が発足しました。2018 年 5 月現在、全国 18 拠点

に展開しています。



−いまの谷根さんの、公としての仕事のあり方につ

いて教えてください。

谷根：僕がいまディレクターとしてやっていく

べきなのは、「こことここが繋がるんじゃない

かな」ということを考えて行動していくことだ

と考えている。やりたいことがある人を支援し

てあげる、専門的なことから、そのあとのネッ

トワークもマネジメントしてサポートするとい

う感じ。それと、UDCS 自体の運営も回して

いかなければならないので、普通だと民間のシ

ンクタンクなどが行なっている市の委託業務

を、UDC で受けられるようになったらいいな

と考えている。そちらの方が市にとっても良い

ものができると思っています。

日本のどこにもない、
　　　　　　　　唯一の場所に

− UDCS の短期的な目標を教えてください。

谷根：そもそも UDC とは何か、という認識が

一般的にないので、懐疑的なイメージを持たれ

ているな、というのは感じていて。なんでここ

にそんなお金をつけるのか？とか…。なので、

短期的な活動目標は、まずできるだけ実績を作

ること。民間や公共と連携して地域の課題に取

り組むという組織なので、たくさん実績を作れ

ば、「こういうこともしました」ということが

できて、信頼を積み重ねることができる。だか

ら今はできることから素早く動いていっていま

す。

−将来に向けての展望や構想などはありますか？

谷根：極端なことを言うと、UDC は市役所の

機能を置き換えるものになれるかもしれない。

いま、行政は役所だけで考えた上で公平性を担

保しようとしているから、スピードがとにかく

遅い。市役所で考えて、それが大丈夫かを確認

するために住民説明会を開いたりパブリックコ

メントを設けたり。それを修正して予算をつけ

て議会に上程して…。そのプロセスで確実に 1

年以上かかるものもある。一方で、UDCS に

は行政・大学・民間、そして地元住民という異

なる立場の、でも意思統一できる人たちが集

まっているから、「これやりたいね」って話し

たことをその場で決定して動くことができると

いう側面がある。今はそれがちょっとずつ上手

くいっていて、なんとか事業が展開していって

いる状態。この 1 年は実績を作ることが目標

だって言ったけれど、UDC ではこんなにも素

早く物事を動かせるということがみんなに理解

してもらえたら、と思っているし、UDC の存

在が知られるようになって、例えば市役所の若

手職員がここに常駐し、スキルを磨くことがで

きるようになれば、夢のある坂井市になるかな、

と思う。坂井市も UDCS も、日本のどこにも

ない唯一の場所になってほしいと本気で思って

います。

小さい頃からお互いを知っている
からこそ、できること

−これからどのように展開していくのでしょうか？

谷根：連携をお願いするべきなのにまだして

いない大学や住民組織はまだまだたくさんあ

る。今入っている組織は、「入ってください！」

と頼んで入ってくれたところ。それ以外にも、

UDCS の活動や意義を理解してもらった上で、

連携する組織を増やしていって、大きな集合体

にしたいと僕は考えています。

また、今はもう市役所単体でどうにかしていけ

る時代じゃない、という気持ちもあって。僕の

場合は市役所としての活動も、地域運動など

住民としての活動も両方していて、双方から

UDCS を取り巻く動きが広がっていっている。

片方がダメならもう片方がカバーしていくと

いったような、何か一つに頼るのではないバラ

ンス感覚は、すごくいいなと思っているし、こ

の先もそうあるべきだと思っています。

−谷根さんは「公」であると同時に、三国に暮らす

「民」でもありますよね。

谷根：UDCS で活動していくにあたって、住

民としての繋がりが役立つこともある一方で、

僕は生まれてずっとここにいる以上成功させな

きゃっていうプレッシャーを感じることもあ

る。失敗はできないな、と。それが面白い部分

でもある。

周りが知っている人ばかりなので、「お願い！」

と頼めるのは良いですね。仕事はやりやすい

と思う。「あいつに言われたなら断れんな」と

無理やり OK してもらうこともあったりする。

それが矢吹くんには剛腕にも見えるかもしれな

いけれど、小さい頃からお互いを知っているか

らこそできることでもあると思います。

ただ、行政側の人間としては、主役になっては

いけないと思っている。実はネットワークを繋

ぐのに奔走しているのだけれど、あくまで裏方。

主役は住民であったり、今日のようなイベント

では東大生や三国高校の生徒たちであったり、

ここで何かやりたいという熱い思いを持ってい

る方だと思っています。■

*1 アレックス・カー：アメリカ出身の東洋文化研究家、
古民家再生の第一人者。三國湊町家プロジェクトで、氏
はゲストハウスをプロデュースしている。

「これはいいな」、と直感して

− UDC 設立まで、どのように尽力されたのでしょ

うか？

谷根：平成 27 年度に『三国まちづくりビジョ

ン』という冊子が矢吹くんを中心に作成され

た。そのビジョンの中のアクションプランの一

つに UDCS が含まれていたというのがきっか

けです。2016 年には中島伸先生のお話を聞く

機会があって、そこで初めて UDC というも

のを知った。「これはいいな」、と直感して、是

非三国にも設置したいと思いました。UDC に

重要なのは拠点だという話を聞いて、なんとか

市の方で整備したいな、というのがスタート。

ちょうど国の拠点整備交付金というまさしくず

ばりの予算が国で制度化されたこともあって、

それを利用することにした。最初の計画では元

NTT 支店事務所が空いていたので、そこを拠

点にしようと考えていたが、どうも交渉が難し

い。どうしようかと迷っていたとき、いまのこ

の建物が思いついた。今はセンター長を務めら

れている西村先生や福井大の野嶋先生、アレッ

クス・カー *1 さんにもこの建物を無くしたら

だめだ、と言われたのを思い出したのです。そ

こでオーナーさんに相談したところ、快諾して

いただいた。建物は無償で寄付していただいて、

市の方で改修して使っています。

−どのような体制で運営されているのでしょうか？

谷根：基本的に休館日は不定休。どうしてもディ

レクターをおけないときは、例えば半日か一日

を休みにしたりしている。今の体制では、矢吹

くんをチーフディレクターとして、僕の他にあ

と三人のサブディレクターの計五人で回してい

る。センター長は西村先生で、中島先生をはじ

め三人の副センター長がいるが、現場で実質的

に指揮を取るのはこの五人。みんな完全に有志

で、テレワークなどを利用して兼業しているメ

ンバーもいる。現在の UDCS は任意団体だけ

れど、半年後くらいをめどに一般社団法人にし

たいと考えている。現在は 46 人ほどが加入し

ていて、参加団体もだんだんと増えて行ってい

る状態。僕は元々三国の住民で、地元で知って

いる人が多くて、かなりのスピード感を持って

やっていけている感じです。

スピード感を持って、
　　　　　　サポートしていく

− UDCS の具体的な事業について教えてください。

谷根：始まったのが今年の 5 月 8 日なので、

具体的に事業として動いているのは 1 つ。市

が UDCS に委託料としてお金を払っていて、

構成メンバーそれぞれに恩恵が行くように組織

を組んでいます。他にも、三国高校と連携して

いるプロジェクトもあります。これはたまたま

僕が東大チームのスカイプミーティングを聞い

ていて、三国高校生徒とコラボできればとの話

題が出て、たまたま PTA の副会長でもあった

ので、そのまま校長にお願いして、その 10 日

後にはイベントができた。今は総合学習の一環

として一年間連携することになった。そんなス

ピード感で動いています。

UDCS を支えるスタッフたち

サブディレクター
倉橋宏典

チーフディレクター
矢吹剣一

副センター長
中島伸

サブディレクター
谷根康弘

2. 
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　公民学が連携してまちづくりをサポートする組織である UDC ですが、もちろんその運営には官民学３つを代表する専門家

たちが関わっています。今回我々は、それぞれの立場からディレクターを務める谷根さん、倉橋さん、矢吹さんと、UDCS

副センター長を任されている中島先生にインタビュー。立場が違うからこそできること、そして三国への思いを聞くことがで

きました。３つの視点を通して、UDCS がなんのための組織なのか、その輪郭を明らかにできたのではないでしょうか。

Text : 中戸 / Nakado

谷根 康弘　
  Yasuhiro Yane
坂井市総合政策部　企画情報課
UDCS サブディレクター

「
公
」
の
立
場
か
ら

三国祭りのさなか、UDCS の事務室の
前で話し合うディレクターたち。裏方と
して祭りを支える

日暮れの UDCS。部屋では夜話会というイベントが行われていて、
その光が漏れている。中庭ではまだくつろいでいる人も
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てもらっているし、なんでもできる空気感があ

る。それはきっと UDCS の気風のようなもの

で、谷根さんは柔らかいし、矢吹くんみたいに

若い人も関わっているし。「よくわからないけ

ど、やりたいことやろうぜ」っていう場所があっ

たほうがまちのためにいいと思っている。自分

たちだけじゃなくて、まちの人にも色々できる

んだって思ってもらえるだろうから。

ゆるい連携から、
　いろんなものを結び付けたい

− UDCS のこれからのあり方について、どう思っ

ていますか？

倉橋：組織そのものを大きくしていくというよ

りは、運営しているコアはしっかりしていて、

そこに地域の方、いろんな人たち、企業、団体

が「この指とまれ方式」で集まってくるような

ものになったら面白いかな。変に UDCS の運

営に関わることを強いるのではなくて、ゆるい

連携が広がっていけばいい。媒介する力が大き

くなって、いろんなものを結びつけて行くよう

な。

−今はまだ、UDCS が地元の人に認知されてはい

ない状況ですよね。

倉橋：まさにそう。4 月にできたばかりで、

「UDCS ってなんだ？」という状態。この地区

の人はようやく知ってくれたようだけれど、離

れた地区の人はまだ全然わかっていないと思

う。でも、それもいろんな仕掛けをして行く

中で認知度は上がって行くものじゃないかな。

UDCK の時も最初はそうだった気がする。「人

こないな、いつも会議ばっかりやってるな」と

思っていたけれど、だんだんと変わっていった。

UDCS は構えがウェルカムだから、なんだこ

れ？と思って入ってくれる人も多いし、東大生

が来たときには UDCS を拠点に活動してくれ

れば、みんなが知るようになると思います。

「都市デザイン」を、
　　　行政も民間も巻き込んで

−将来的な展望や思いを教えてください。

倉橋：「アーバンデザイン」という名前を冠し

ている以上、専門的な都市デザインをきちんと

やっていく場所であるべきだと思う。それが中

島くんとか矢吹くんとか、それに僕のような都

市デザインの視点を持った人間が果たすべき役

割だし、行政計画にも活かせるような提案をし

て、発信していきたい。三国におけるまちづ

くりの専門家として信頼される立場になって、

「UDC がそういうなら間違いないね」ってみ

んなが思ってその方向に向かっていけるよう

な。行政にも認知してもらって、専門家がいう

のだからきちんとお金をつけていこう、と思わ

れるような立場になれたらいいですね。

また、三国だけではなくて、UDC「S」なので、

坂井市の中での都市デザインの立場を確立した

いとも思っている。都市デザインって、行政の

中ではあまりにも知られていない。特に地方都

市だと「何それ？」という感じ。まちづくりと

いう言葉をみんな使っているけれど、話す人に

よって定義は様々ですよね。やはり空間とか風

景には拘りたいし、そういう環境を少しずつ良

くしていくことで、まちは変わっていくし、暮

らしも楽しく豊かになるんだということを見せ

ていきたい。都市の文脈を踏まえて形にあらわ

していく、そんな本来的な都市デザインを行政

も民間も巻き込んで進めていきたい。

あと、住んでいる人はわからない、当たり前だ

と思っているけど、大切なこと。これは風景で

も祭りでも同じだけれど、大事なんだと言われ

ないと気づかないこと。それを気づかせてあげ

るのが僕らの仕事だと思っているし、UDC も

そういう場だと思う。住んでいる人にまちの価

値を伝えていくこともまた、とても大事かなと

思っています。

みんな祭りのことが
　　　　　　　　大好きだから

−最後に、三国のいいところ、気風を教えてくださ

い。

倉橋：三国のいいところは、祭りに集約される

と思う。みんな三国のこと、祭りのことが大好

きだから。祭りの時にガッと盛り上がれるよう

な雰囲気があるし、祭りのためって言えばなん

でもできてしまう。例えば家を修繕するのも祭

りまでには、みたいに。単に一年のうちの数日

間だけの行事ではなくて、区切りというか、気

持ちの中に常に祭がある。三国は風景も何もか

もが祭りに象徴されている。それが一番いいと

ころなんじゃないかと思います。 ■

*2 三國會所：三国の町並みや文化の保存・継承の取り組
みを行なっている。西村幸夫先生を招いた町並み塾や、
三國湊町家プロジェクトなどを手がける。

*3 都市環境研究所：都市開発、まちづくりを専門とする
コンサルティング・プランニング企業。

東京にいても、
いつも三国のことを考えていた

−倉橋さんの UDCS での立場と、三国との縁を教

えてください。

倉橋：今は県庁に務めているが、立場としては

民間。三國會所 *2 の町並み委員会の副委員長

として、一民間人として関わっています。まち

との関係でいうと、僕は実家が三国。東京に出

て行った時には三国はただの田舎だと思ってい

たが、西村先生との出会いが転換点となった。

東京大学・都市工学科に進学して、卒業設計の

テーマで悩んでいた時、西村先生との飲み会の

席で出身地を聞かれ、「三国です」というと「す

ごいね」と。それで改めて外から自分の生まれ

育ったまちを見てみると、都市の構造も残って

いて歴史もあって、「すごいな、面白いまちだな」

と気付いた。それで結局、卒業設計を「祭の似

合うまち」というテーマで三国でやることにな

り、その発表を旧森田銀行でも行った。それが

最初の縁になって、当時の三国のまちづくり推

進協議会から「僕たちの活動の指針となる計画

を一緒に作ってくれないか」と声がかかり、三

国でのまちづくりに関わり始めた。

それ以降は修士に上がっても、三国に色々関

わっていた。卒業後は都市環境研究所 *3 で働

いていたけれど、そこで仕事をしながらも、常

に福井、三国が頭にあって。結婚して子供が生

まれ、どこで暮らしていこうかと悩んでいた時

に地元に帰ろうと思って、福井県庁を建築で受

けて通ったのをきっかけに福井に戻ってきまし

た。

−三國會所や東大・都市デザイン研究室とは、どの

ように関わっているのでしょうか？

倉橋：東京にいる頃、三国湊魅力づくりプロジェ

クトという NPO に関わっていた。遠隔地でも

できる仕事をしながら。そのあと福井に帰って

きたタイミングで三國會所に入って、町家プロ

ジェクトなんかをやってきた。県庁の仕事が終

わった後、福井市から三国まできて夜に話をし

たりして。このプロジェクトには東大に関わっ

て欲しかった。ずっと研究室を三国に呼びた

かったんです。自分の生まれた場所に来て欲し

いじゃないですか。特に東大のプロジェクトで

出てくる成果はとてもすごくて、そこらのコン

サルよりずっと緻密に調査をする。きっといい

ものが出てくると思っていた。西村先生は三国

のことをずっと気にかけてくださっていて、街

並み塾でも何度か三国に来られていた。そんな

時、先生に「東大でプロジェクトできません

か」って声をかけたら、「できそうだね」とい

うことで快く引き受けてくださって、いまの東

大三国 PJ が立ち上がったんです。それが 5 年

くらい前の話かな。その時に中島くんが入って

くれた。

谷根さん達が巻き込んでくれて、
気付いたらディレクターに

− UDCS の立ち上げと、ディレクターになった経

緯を教えてください。

倉橋：実は都市環にいたときに全国初の UDC

である UDCK*4 の立ち上げに関わっていて、

柏の葉キャンパスタウン構想も北沢猛 *5 先生

と作ったんです。UDCK の初期を間近で見て

いた。その時から福井にも UDC が欲しいなあ、

とずっと思っていたんです。そんな話をしてい

たら、東大がまちづくりビジョンに位置付けて

書いてくれた。市の谷根さんたちが UDCS を

作るんだ、と動いていく中で、準備委員会に入

れてもらって会議に参加したりしていて。セン

ター開設後は「楽しそうじゃん」とカフェ実験

や夜話会を企画してやってみたり。それに都市

計画を学んだ身として、都市デザイン研究室の

出身者として、UDC ができるなら中核に入り

たいし、何かやりたいと動いていたら、谷根さ

んたちが巻き込んでくれて、気付いたらディレ

クターになっていた。

−官でも学でもなく、民間の立場で関わる意義は何

でしょうか？

倉橋：僕の場合は官の仕事では関われないし、

もちろん学の立場でもなく、民間として関わる

しかなかった。でも民間として、しかもほぼ一

個人として関わっているからこそ自由にやらせ

*4 UDCK：アーバンデザインセンター柏の葉。2006 年
に設立。東京大学・柏市・地元協議会・鉄道会社・不動
産企業などが運営を主導する、UDC の先駆け。

*5 北沢猛：元東京大学教授。アーバンデザイナー。横浜
や京浜工業地帯の計画に携わっていた。UDC 構想を唱え
た第一人者で、初代 UDCK センター長。

倉橋 宏典　
Hironori Kurahashi
福井県土木部建築住宅課　企画主査
三國會所　町並み委員会副委員長

UDCS サブディレクター

「
民
」
の
立
場
か
ら

倉橋さんが企画し、UDCS の建物で行われた「三国湊夜話会」の様子。
まちの方の前で、倉橋さんがまちの歴史と構造・祭りとの関係性について
熱く語った

UDCS の中庭から見た祭りの風景。ちょうど
山車が目の前を通りかかる。中庭では祭囃子
の三味線の演奏が始まった

東大との関わりは今年で 5 年目。三国プロジェクトに関わっていた OB・
OG たちが仕事の合間を縫って三国へ集合、かつてを思い出していた。今
年オープンしたばかりの UDCS を初めて見た先輩たちは皆興味津々

8 9



*8 かぐら建て：三国特有の伝統的な建築様式のひとつ。
妻入り屋根の主屋の正面に、平入りの前半分が連結され
ている。

西村先生の先に、何が築けるか

−学の立場として、どのようにまちづくりに参与し

ていきたいと思っていますか？

矢吹：個人とか法人とかは関係なく、やってみ

たいアイデアを、パッと実験・実践できるチャ

ンネルでありたい、オープンエンドな場所にし

ていきたいというところをまず大事にしたい。

また、中島先生とも時々話していることでもあ

るけれど、学として考えたいのは、歴史的市街

地にあって、まちなみやデザインを専門とする

UDC なのだから、景観まちづくりや、観光ま

ちづくりをアップデートしていきたいですね。

これまで柏の葉などでは、北沢先生や出口先生

が新しい市街地をデザインすることに取り組ん

できた。でもここのセンター長は西村先生。そ

の意味は、これまでの観光・景観施策をどうやっ

てアップデートできるかというところにある。

学術的に、西村先生の景観・観光まちづくりの

先に何が築けるか、そこに挑まなきゃいけない。

−三国は歴史的市街地の再形成を、法律による規制

や補助に頼らないことを選びましたよね。

矢吹：三国は歴史的な町並みを持つが結局重伝

建などにはしなかった。そのあとまちがどう

なったかといえば、三国に特徴的に見られる建

築様式・かぐら建て *8 が消え続けている。あ

る日突然取り壊されてしまったり。このような

状況はまずいな、と思った。だから、僕たちの

活動は、重伝建になることを選ばなかったとい

う三国の判断の延長の先に、歴史的市街地を保

全するためのデザインガイドラインの作成や、

マネジメント組織としての UDC の関与の方法

を考えるということになる。更新しても「らし

さ」を守れるモデルのまちになれたらいいな、

と思っています。いきなり保全型に切り替えま

しょうということではなくて、更新型の新しい

方法論を模索中なのです。

ディレクターは男しか
　　　　　　　　いないけれど…

−これから先の展望と、矢吹さんの関わり方につい

て教えてください。

矢吹：短期的には、ちゃんと体制を整えるとい

うところ。ディレクターとしては、うまくラン

ニングする体制を半年〜一年以内に構築して、

みんなが役割分担しながら運用していけるよう

なリズムを作りたい。長期的には、いくつかの

パワーのある事業がずっと並行して走っている

ような状況にしたいと考えている。収益事業の

ような、企業や銀行等を巻き込む目立つ事業も

必要だけど、空き家相談会の時のように、淡々

と地域の人たちのサポートをし続ける事業のよ

うなものも、とても重要だと思っています。こ

の二つにうまくメリハリをつけて、ランニング

させていければ。

他には、子育て世代をうまくエンゲージしたい

ですね。いま、ディレクターには男しかいない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

状況だけれど、それってどうなんだろうとは

思っています。子育て世代って一番忙しくてま

ちづくりなんかやってる暇はないというのが正

直なところだと思うけれど、そういう世代こそ

がまちの主役だと思ってもいるので、彼らをう

まく取り込めるような仕掛けをしていきたい。

最近は UDCS にも子供がよく遊びに来ていた

りするけれど、それはいい傾向だと思う。子供

が来ないとお母さんたちも来ない。子供が来や

すい UDC であれば、子育て世帯が関与できる

ような状況にしていけるかもしれない。

お祭り気質に火をつけて

−最後に、三国の魅力を教えてください。

矢吹：三国の人たちは、４地区からなる坂井市

の中でも結構、血気盛んでお祭り気質なところ

がある。行くところでは行くぞ、みたいな。だ

から、いけいけな性格を活かして、それに火を

つけることができればまちはいい方向に向かう

と思う。僕はディレクターだけれど、前面に出

るというよりは、後ろで三国の人たちの活動を

バックアップする、いわばその人たちが乗る屋

台を作るのが仕事だと思っている。ただ、難し

いのは着火するポイント。タイミングを間違え

れば火はつかない。うまく見極めて、まちづく

りを盛り上げられたらいいと思っています。■

*6 『アーバンデザインセンター 開かれたまちづくりの
場』: アーバンデザインセンターの意義、役割に加え、ま
ちづくりやアーバンデザインの先進事例を紹介している。

*7 前田先生・野原先生・黒瀬先生・遠藤新先生：東京大学・
都市デザイン研究室の歴代助教。全国各地で UDC やそれ
に類するまちづくり組織の運営に関わっている。

「やらない」という選択肢は、
なかった

− UDCS のディレクターになった経緯を教えて下

さい。

矢吹：2016 年末から中島伸先生や市役所、

UDCS を構成する団体で、UDCS 設立準備委

員会を作って 1 年以上準備していた。体制を

作るという時にディレクターが必要だから、「誰

かなってくれる人はいないか？」という議論

はずっとあった。それで、「博士出たら UDCS

のディレクターはどうか？」という話も上がっ

ていた。

僕は研究員の他に、もう一つくらい仕事をやっ

ても良いのではないかと思っていた。UDCS

から本当にオファーを頂いた際には、迷いがな

いことはなかったが、「UDC のディレクター

やらないか？」と言われて断るという選択肢は

なかった。今まで北沢先生たちがやってきた

UDC の流れを見てきて、そこに自分が関わる

ことのできるポストがあるのに、ならない手は

ない。2015 年から 3 年間三国プロジェクトに

関わってきて、三国のことも少しは知っている

つもりだし、西村教授・中島伸先生というつな

がりからすると僕がやるのが適任だろうとも

思っていました。

理論と実践がリンクする

−学の立場として UDC に関わり、まちに入って一

番良かったと思うことはなんでしょうか？

矢吹：やっぱり現場は楽しい。学ぶことがたく

さんある。正直めちゃくちゃ多いと思う。それ

に、動いている最前線に居られるから、UDC

を作った効果が目に見える。理論と実践という

関係でいえば、UDC ではそれが一致している。

アーバンデザインセンターの本 *6 があって、

ディレクターになるにあたってもう一度読んで

見たのだけれど、あれに書いてあることは本当

だなと感じている。例えばまちに開かれた場所

を作るのが重要、と書いてあるけれど、まさに

この UDCS がそれ。塀を取り払ってオープン

スペースにしている部分が象徴的です。他に負

の遺産を活用するということも書いてあるが、

同じく UDCS がその通り。放置してあった空

き家（町家）をセンターの拠点として再生した。

だから、現場にいると、理論もその通りだと理

解できて、実践とリンクしながら両輪で動いて

いっている感じがします。今までの実践から来

た理論、前田先生・野原先生・黒瀬先生・遠藤

新先生 *7 たちが積み重ねて来た理論が本当に

応用できる。三国のような歴史的な市街地でも

通用すると感じている。

−マニュアルには書いていない、理論化されていな

い部分はありますか？

矢吹：既存の地縁とか歴史が圧倒的に資源とし

ての強さを持っているところがある。この地縁

の強さ、関係性の密さを使って、現場の課題を

解決していく。例えば「祭の時、そこで三味線

やります」と言った時、すぐにその区の区長さ

んに電話して解決するとか。ここは向こう三軒

両隣の人々がとても協力的で、あらゆる調整が、

これまでの地縁・歴史・まちづくり活動のネッ

トワークを活かして、顔の見える中でスピード

感を持って進んで行く。もちろん、顔の見えす

ぎるという悪い面もあります。また、今見えて

いる人以外にも三国町に住んでいる人が居るわ

けなので、ここからどれだけ裾野を広げていく

かがいまの三国に求められているところだと思

います。

フラットさと、
　　　少しのよそ者感を持って

矢吹：また、既成市街地に UDC を作るという

ことは、これまでの地域社会にある種の風穴を

開けて風通しをよくすること、凝り固まったと

ころをほぐすことでもあると考えている。実は、

まだ「アーバンデザインセンター」という名前

は全然覚えられていなくて。みんな「アーバン

センター」とか「アーバン」とか呼んでいたり

する。「アーバンデザインセンター坂井」と決

まった後に、都市工の先生には「三国なのだ

から、三国なんとか処（どころ）、とかの方で

もいいんじゃない？」とも言われたけれど、結

局、現地に居ると今のところ僕はこれで良かっ

たと思っている。変な言い方だが、今はフィッ

トしてないものが地元に求められていたんじゃ

ないかと。新しい風、今までの三国のまちづく

りじゃないものが入って来ているのがむしろ良

い、歓迎されているという部分も少なからずあ

る。今までは色々な人が入ってくるチャンネル

がなかったけれど、UDC では公も民もフラッ

トなのでいろんな人が関与できる。これが大事

ですね。

それと、僕は三国の人からは「東大の人」とい

う学の立場として見られているので、「この人

になら相談しても大丈夫かな」というような信

用もあって、フランクに相談しに来てくれる。

フラットさと少しのよそ者感が、いまの三国の

人たちにとっては必要なものかもしれないと思

いますね。

矢吹 剣一　
Ken-ichi Yabuki
東京大学　特任研究員
UDCS チーフディレクター

「
学
」
の
立
場
か
ら

矢吹さんには三国プロジェクトの東大生を連れて三国
のまちを案内していただいた。後ろに見えるのは三国
の建築の伝統様式、かぐら建て。通りに面して二階建
ての平入りとなっている

三国祭り当日の UDCS。実はまちなか
には一息ついて休める場所が少なく、
中庭に置かれた椅子にはいつも誰かが
腰掛けていた。子供を連れてやってく
る家族も
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暮らし方が選べるような社会にし
たい

中島：空き家はどこに生まれるか予想がつかな

いので、いくつかのシナリオのレイヤーを作っ

て、どこに空き家が生まれても何かしらアイデ

アが生まれているようにしておく、これがシナ

リオプランニングの大事なレイヤーの考え方で

す。そして各シナリオを書き換えながら順応し

ていく。今はまだ始まったばかりでこれからだ

と思います。今、日本では暮らし方の選択肢が

ある程度限られている気がしていて、そこに

もっと色んな選択肢があっていいと思っていま

す。20 世紀の都市計画やまちづくりに求めら

れていたことは「真っ当な生活を保証すること」

だったと思います。一方で我々は平和ボケもし

ていて、真っ当な暮らしというのがどんなもの

かというのを考える必要があると思います。そ

のためには納得行く生活をそれぞれが選べるよ

うな社会にしていかなければいけないと思って

いて、人が何かやりたいとなった時に能動的に

発揮できるような、それが都市で運用できるよ

うなことができたらいいと思います。それには

調整する機能が必要で、それがアーバンデザイ

ンの役割だと思います。今までの企業は利潤追

求することが中心でしたが、利潤追求を求める

先の地域が細っている中で真剣にまちづくりを

考えています。その中でできると思うリソース

を耕していき選択肢を広げているのが現状で

す。  

三国の他にも、まちづくりが動き
始めている

ー UDCS の S は坂井のことだと思いますが、三国

のことを中心にやっているイメージがあります。坂

井市全体への将来的な波及も考えはありますか？

中島：はい。坂井市はもともと 4 町が平等協

調合併をしたので、三国はその 4 分の 1 です。

元々三国の人達に呼ばれてプロジェクトを始め

ましたが、受け皿となる自治体は坂井市なので

オール坂井でやりましょうということです。し

かし人口減少の問題は旧 4 町の中で三国が圧

倒的に進んでいます。いずれ日本が定常社会に

なっていって人口減少が進み、規模が小さく

なっていくとすると、その中で限られたリソー

スを補いあいながらまちづくりを進めていく体

制はどの市町村でも必要になってきます。その

ときに坂井市ではまず三国を先行的にやってい

るということです。いずれは 4 つセンターを

作るかもしれません。今、三国と同時進行で丸

岡も、丸岡城国宝化運動をやっている旧市街の

エリアがあって、まちづくりが少しずつ動き始

めてきています。丸岡については、今年度から

調査の関わりで UDCS ないし三国プロジェク

トで入っていき、三国でやっていっていること

を念頭に組織体制づくりにつなげていきましょ

うといった話があります。どれくらいの速度感

でできるかは分からないですが、坂井市は動き

始めると早いです。UDCS も 2 年で作っちゃっ

たからね。   

ーなんでそんなに早いんですか？ 

中島：まちの規模が小さいので「やるぞ！」っ

て思った人がやるしかありません。東京だって

もっと本当はいろいろできていいはずです。だ

けど、「やるぞ！」って思った人がリソースを

集めてくるまでに時間がかかって、「やれない」

と思ったりするわけです。けど、「やりたい！」

と思った人は思った瞬間にやり始めているもの

で、坂井市や三国の人は素直にそうしていると

いうことだと思います。だからすさまじい速度

感でやっていくわけです。これは地方のファー

スト性だと思います。ただセンターを 4 つ作っ

たときにマネジメントをどうしていくかという

問題も多分にあるとおもっています。人口が減

少してるので体制も併せて作っていかないと、

疲弊していくと思います。  

空き家ができることは当たり前

ーアーバンデザインセンターには学という側面があ

りますが、今取り組んでいる研究の内容を教えてく

ださい。

中島：現在、空き家から見た三国のまちの研究

をしています。そもそも空き家ができることは

当たり前で、家というのは「空くことがあるも

の」だと思っています。それが量として過剰に

多くなっていることが問題で、その量に関して

どれぐらいの量、空き家率が高くなったら問題

なのかということはなかなか研究されていない

と思います。そもそもまちでは人の入れ替わり

というのがどのように起きているのかを把握す

る必要があります。外からも含め、中でも人が

生まれて人が死ぬ、死んだ後に次の代に繋がれ

ることで都市が更新していると考えていて、今

は特に不動産の継承をどのようにしているのか

を見ています。歴史的市街地の家々がどのよう

に継承されているのかをちゃんと調べようと

しています。研究の中で出てきたアイデアは

UDCS でやっていけばいいと思ってます。そ

ういうヒントは研究をちゃんとしていると町の

人がどう思っているか生活の仕方が分かってき

て、それを合わせていけたらいいんじゃないか

と思っています。現在、福井の大学の新入生向

けの 4 年間限定の町屋の定期借家のシェアハ

ウスを考えています。大学生なら出て行く期間

が決まっているので貸家業を行いやすいと考え

ています。そもそも借家の問題として大家が入

居者を生存権で立ち退きを強制できない現状が

三国でシナリオプランニングがで
きるんじゃないか？  

ーまずはじめに、三国プロジェクトを始めたきっか

けを教えてください。

中島：2013 年に県の予算で三国の町家活用プ

ロジェクトができることになりました。坂井市

が運用し、地元のまちづくり会社三國會所がプ

ロジェクトをリード、調査研究パートを現セン

ター長の西村先生のいる東京大学都市デザイン

研究室が入ることに。ちょうどその年に、僕が

研究室の助教に就き、担当することになりまし

た。   

ーなぜ UDCS をやろうと思ったのですか？

中島：2015 年度にプロジェクトの中で調査研

究をまとめた『三国まちづくりビジョン』を作

ることになって、その中でアーバンデザインセ

ンターを提案しました。三国の場合、まちづく

り会社や商工観光系、自治区のネットワークが

しっかりしていて、行政との距離感も近かっ

た。そこにこの町で地域連携を考える主体や民

間企業のえちぜん鉄道などがたくさんあって、

それらのリソースを集めて掛け算していくのが

いいのではないかと思った。そのデザイン調整

をすれば、良いまちづくりのデザインができ

るんじゃないかという期待があったわけです。

2006~7 年ごろ北沢先生が晩期に考えていらし

たアーバンデザインの手法に「シナリオプラン

ニング *8」があります。都市計画マスタープラ

ンのようにトップダウンでまちの将来を計画す

るのではなく、複数のシナリオを作り一つ一つ

のシナリオを関連性や多主体で議論しながら更

新してボトムアップで作っていく、というもの

です。それをこれだけ主体が連携していれば、

シナリオプランニングを実際にコーディネート

してまちを良い方向に改善していくことができ

るのではないかと思いました。ただ僕一人が考

えていてはできないのですが。坂井市の谷根さ

んであったり三國會所であったり、福井銀行な

どの企業、いろんなかたが参画してくれたおか

げで成立したと思っています。   

都市デザインで生活の改善に繋げ
たい

ー住民の認知度はどれくらいですか？ 

中島：まだまだだと思います。今はいろんな人

が来て使ってもらうことが大事だと思います。

しかしただ使ってもらうだけではなく、例えば

踊りの稽古をやる人が使ってくれたときに、活

動の向こう側にある問題をキャッチしないとい

けないと思っています。その人たちがどういう

人で何を考えていて、 どういう状況に置かれて

いるかを都市デザインとして広く考え、生活の

改善に繋げていかなければならないと思ってい

ます。現在は矢吹さんたちにディレクターに

なってもらい空き家の利活用の相談に来た住民

の方と話したりしています。

やりたいと思っている人が住民の
中にいることが大事なこと

ーシナリオは動き始めていますか？ 

中島：まだこれからじゃないかな。センターが

できただけで、町がある方向に変化していると

ころまではいってない気がします。ただ兆しは

出てきていて、個別に空き家の活用が始まった

り、えちぜん鉄道が新たな観光事業に着手た

りと、第一段階のシナリオが動き始めている

と感じています。当初シナリオでは空き家と

なっていた「雲乃井」は旧町内以外の農業や漁

業など一次産業の拠点になればとも考えていま

したが、アーバンデザインセンターが実際に建

ち、現在は小学生が放課後、宿題したり、遊ん

で帰る状況が生まれてきています。こないだは

親が子供をここに預けて買い物に行ったケース

もありました。まちを改善するシナリオを書い

て、アクションを起こしながら方向性を協議

し、それを現場でつなげていけたらと思います。

UDCS は始まって 2 ヶ月しか経っていません

が、10 以上のプロジェクトが動いています。

プロジェクト管理がとても大変ですが、そこが

我々の職能だと感じています。やりたいと思っ

ている人が住民の中にいるというのが大事なこ

とだと思っています。基本的には住民の方がよ

り豊かに生活するためにやっていることで、主

体は僕らではなく、住民だと思っています。   

*8 シナリオプランニング : 故北沢猛らが提唱した都市計
画の手法。まちづくりのシナリオをはじめに立て、それ 
らを現場にいるスタッフで更新していく。

中島 伸　
Shin Nakajima
東京都市大学 講師

UDCS 副センター長

「
学
」
の
立
場
か
ら

2018 年 3 月にみくに市民センターで行われた
アーバンデザインセンター坂井 (UDCS) 竣工記
念フォーラムで発表を行う中島先生

アーバンデザインセンターについ
て、地元の方との勉強会。ここから
たった 2 年で UDCS が生まれた

「帯の幅ほど」の三国のまちを対岸から望む。かつての川湊
の面影と、背後に迫る地形を感じられる
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あります。貸し続けるというのはとてもリスク

があり、自分の息子の世代がいつ戻ってくるか

ら分からないから、空き家としてひとまず置い

ておく方もいます。ただし人が住まないと家は

どんどん傷んでいきます。一方で貸家業務を近

所で始めたと思われると世間体が気になり貸し

たくないという視点もあってその状態を変えて

いくことが大事かなと思っています。貸すこと

が地域の貢献につながっていて、ゆくゆくはそ

の人のためにもなることを説明するなど、三方

よしのデザインを考える必要があると思ってい

ます。  

伝統的な不動産継承を明らかにし
たい

中島：このテーマを始めたきっかけは、この街

に不動産は 2 件しかなくて町家の不動産情報

が出ないというところでした。空き家バンクも

ほとんど活用されてない状況で、ここに今いる

人達はいつどのタイミングでどうやって入って

きたのか。それは相続だけではないと思ってい

て、そこで僕が思ったのは不動産屋というのは

近代以降に発達した不動産仲介業であってそれ

が三国では機能していないということではない

かと考えたんです。とするとこの地域には近世

以前からの不動産継承の形があるはずで、それ

を調べることで近代の不動産仲介業が入ってこ

れない理由が出てくるのではないかと思ってい

ます。 それを解くために不動産継承がどうなっ

ているのかを今研究しています。  昔は子供が

たくさんいて誰かが継承するという形をとって

いましたが、現在は核家族化していて子供も

減っているので不動産を継承する人数が減って

いて、どんどん空き家が増えていると思ってい

ます。ただ逆にライフスタイルの中で三国の町

家に住みたいと考える人もいる。しかし不動産

継承が伝統的だとまちに入る穴がなくて、外の

人が入ってこれていません。近世以前のものだ

と限定された人しか入れなかったが近代以降の

不動産仲介業はそれをフラットにして誰もが入

れるようにしました。それは法律でクリアして

いきましたが法律以外で伝統的な不動産のスタ

イルでやっているところがあり、そこが面白い

なと感じています。今は UDCS の運営体制を

整えるのに時間がかかっていて研究になかなか

時間は割けていませんがそういうことやりたい

と思っています。    

住むように都市デザインを

ー三国の良いところ、三国ならではの風景を教えて

ください。 

中島：本当に三国の風景が素晴らしい。川湊で、

地形があって、歴史がちゃんと感じられて、い

い日常が場面場面で見えるし、どこを歩いても

三国らしいなと思う印象的な風景がいっぱいあ

るので。ご飯もおいしいし、素晴らしい人たち

がいっぱいいて、三国のことを本当に普通のま

ちの人も、ここに住んでいてここの街が好きな

んだなって思うシーンがいっぱいあっていいな

と思います。だからもっと良くなる要素がある

はずなので頑張らないと、と思っています。 

ー将来的に三国に住みたいですか？ 

中島：住みたいよ。でも悩ましいよね、都市デ

ザインをやってるとそこが難しい。西村先生の

言葉に「人生は一度しかない、しかし、都市を

研究しているということは沢山の人生を知らな

いといけない。それができるのかという問題が

ある。その問題を解くカギはやはりイマジネー

ション」というのがあります。だから、想像し

て都市デザインをやるってところまではできま

すが、自分の人生をどういう風に、どの都市で

住まってっていうのが難しいと考えている。で

もいずれは三国に家が欲しいよね。それは家っ

ていうものをどういう風に捉えるかっていうと

ころもある。家に住む人たちっていうのをどう

いう風に、どこまでが家族なのかとか、そうい

うのとかももっといろんな形も可能性もあるだ

ろうし、そうしたときに三国に住みたいとは思

う。その住むというのはどういうことなのだろ

うとは思うし、じゃあ今住んでいないのかとい

われたときに住んでいる気持ちもなくはないと

思っています。

今回矢吹さんが UDCS に入ってきてくれて、

ディレクターで住んでもらっているけど、う

らやましいなとも思います。あそこに住めて、

アーバンデザインセンターで仕事できて、やり

たいなあって思います。プロジェクトをやって

いる以上は住むように都市デザインをやって、

地域に関わりたいです。それでもやっぱり、自

分には一線を超えられない向こう側とこっちに

は隔たりがあるのだということも常に自覚した

いと思っています。常にそのへんはやっぱり悩

みます。それでもなお、一線違うところから勇

気をもって大胆に、こうした方がいいんじゃな

いかって提案するんじゃないかな？ 難しいし、

楽しい仕事だと思います。■  

何気ない民家も、祭りの時には二階が山車をみる「特等席」となる。
まちを歩けば、三国らしい風景が広がっている

今回の UDCS 取材で 5 月 19 日と 20 日の二日間、三国
を訪ねました。祭りで多忙の中、突然押しかけた僕を
暖かく迎えてくださった谷根さんと倉橋さん、三国へ
招いてくださった矢吹さん、そして三国への思いを熱
く語ってくださった中島伸先生、本当にありがとうご
ざいました。UDCS のオープンさが、とても居心地の
良い空間に感じられました。                           ( 中戸 )

聞き手＝ 中戸（谷根さん・倉橋さん・矢吹さんインタビュー）
               岡山・原・藤原（中島先生インタビュー）

空き家となり、そして空き地となった空洞から、
祭りを垣間見る

3. 三国と東京大学都市デザイン研究室

蓄積をつなげる5 年目

現役学生が語る「三国への思い」

プ ロ ジ ェ ク ト 1 年 目

但 馬  慎 也
プ ロ ジ ェ ク ト 2 年 目

前 山  倫 子

　東大三国プロジェクトは 2014 年に発足し、今年度で 5 年目に入りました。「5 年目」は現在進行中の都市デザイン研究室由来の PJ としては最長です。
研究と実践の双方に、確かな蓄積が存在しています。
　三国プロジェクトは主に、町に点在する空き地や歴史的建築の空き家について、実態調査および活用に向けての企画を進めてきました。三国の建物が
継承されてきた背景に、地縁による建物取引が存在していること、近年新規居住者が減少しそれが成立しなくなってきていることが分かってきました。
　今年度は引き続き不動産流通の実態調査を続けながら、三国周辺の企業向けの社宅としての空き家活用の提案や、三国高校と連携したまちについての
学習および空き家を使った企画の立案・実施を行います。三国に空き家ができる背景が分かってきた 5 年目は、UDCS とも協働しながら、町や空き家
に関わる新たな担い手の創造を目指し、まちと人々との多様な関わり方を提案していきます。

text : 前山 , 岡山 / Maeyama, Okayama

　「熱い町」と聞いていた三国には、降り立って
見るとそれに反して静かで落ち着いた町並みがあ
りました。しかし、本祭りの日には掛け声やお囃
子が響き、町の「熱さ」が一気にあふれ出します。
山車曳きに参加させていただいていた私は、その
流れについていくので精一杯でした。
　町並みの裏には、それを継承してきた人々や町
で何かをやろうとしてきた人々の思いの「熱さ」
があることを、なんとなく実感しました。
　三国で暮らす人や継承されてきたもの、今確か
に存在する思いを大切にしつつ、でも変化を恐れ
ずに、活動に取り組みます。自分も三国に関わる
一人だと堂々と言えるようになりたいです。

　三国駅を降りて、湊町のゆったりとした空気に触れる
と、不思議と「帰ってきた」感じがします。そう感じるほ
ど、去年 1 年間で色々なことを経験しました。特に印象
に残っているのが昨年秋のワークショップの中で、「君ら
はここで住めるのか」と聞かれたこと。余所者としてで
なく自分事としての意見が欲しいというその問いにはま
ちに対して本気で関わって来いという思いがこもってい
て、この街を変えていくことの大きさを再認識しました。 
　三国では、沢山の人が本気でまちをよくしようと動いてい
ます。その中で、1 プレイヤーとして、不器用でもいいので、
まちに貢献したい。いずれ家族ができたときに、こんな素晴
らしい街があるんだと言えるようになってほしいというのが
今の秘かな目標です。

2018.05.19-20 三国祭

三国寄り合い処
訪れた人の思い出の場所やお
すすめの場所を記した「三国
マップ」にはたくさんの声が
集まりました。
高校生とともに来場者の方々
へのインタビューも行い、
様々な三国との関わり方に触
れました。

2015.05.13.

下新公園整備説明会

下新公園整備の設計・計画案
を平面図やパースで表現し住
民の方の前で発表しました。

2017.05.19-20 三国祭

空き家貸座敷
木谷家の 1 階部分をお借り
し、貸座敷をオープン。祭り
期間中、地元の方や里帰りし
た人、観光客などが飲食を楽
しみました。

2014 2015 2016 2017

発足
・基礎調査
・歴史的空間再編コンペ
・下新公園設計

・調査 ( 三国祭 , 土地利用 ,
景観資源 , ヒアリング調査 )
・イベント参加の研究発表
・まちづくりビジョン作成

・マチノニワ活用実験
・空き家調査
・みにいくみくに

・三国祭での空き家貸座敷
・住民と専門家の意見交換
・「住まいの将来相談会」

2018 ( 予定 )

・空き家社宅利用 始動
・三国高校との連携
・空き家でのイベント企画
・不動産流通調査まとめ 

2018 三国祭 : 前庭で三国高校の生徒と協力しインタビュー調査を実施

2017 秋 : 住まい方に関するイベント風景 2016 夏 : 調査風景
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https://www.facebook.com/
udcsakai/

イ ベ ン ト 告 知 や 報 告 、 三 国 の
お 店 情 報 な ど 更 新 中 で す ！

facebook

「@udcsakai」

Instagram

「udcs_mikuni」

S N SM A P

編 集 後 記

https://www.instagram.com/
udcs_mikuni/

address
福井県坂井市三国町南本町 3-6-51

〔松の下区 きたまえ通り沿い 〕

えちぜん鉄道

氷川神社

みくに園

森田銀行大和甘林堂

いとや提灯店
西光寺

勝授寺

町屋館旧岸名家
きたまえ通り

三国駅

九頭竜川

 アーバンデザインセンター坂井
UDCS

Mikuni St.

　道に視線を落とすと、車のタイヤとは違う細い轍が刻まれている。「それは山
や ま

車が通って

できたんだよ」と、矢吹さんが教えてくれた。かつて高さ 10m を越したという山車は、今

では張り巡らされた電線のために 5m ほどまで縮んでしまったけれど、それでもまちを曳か

れていく時には撞
シュモク

木で電線を掻き分けながら悠然と進んでいく。まちの姿が祭りのあり方を

規定する一方で、祭りがまちに痕跡を残す。祭りとまちは相互に影響しあっているのだと、

倉橋さんが夜話会で語っていたことを思い出した。それは僕にとって全く考えたことのな

かった視点で、まちの見方がまた少し変わったような気がした。

　僕のまちにはこれほど大きな祭りはなくて、1 年のうちたった 3 日の霽れの日を中心に回

る三国のまちは、とても新鮮に映った。普段はどんな生活をしているのだろう？日常のまち

の姿も、見てみたくなった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ( 中戸 )　
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えちぜん鉄道「三国駅」より徒歩約 10 分
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